
広報

h 
2000.ーT
〈平成12年・No.533)

-@ 
-きらめき大却'1121-

す寮jオープン・ 'P2-3
5本格競働・..'P4 

・P5
・P7
'PB 



4月号広報おおず 2000

老人ホーム『とみす景』

6目g目オーでヌ〉し1;亨

平
成
十
年
十

一
月
か
ら
鉄
砲
町
(
旧
大
洲
病
院
跡
地
)
に
移
転
改
築

士
事
を
行
っ
て
い
た
大
洲
喜
多
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「と
み
す
寮
」

が
四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

平
成
十
二
年
は

「介
護
保
険
元
年
」
で
す
。
大
洲
市
で
は
、
こ
の

「
と
み
す
寮
」
を
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
高
齢
者
の
尊
厳
と

幸
せ
を
守
り
、
安
心
で
住
み
よ
い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
「
と
み
す

寮
」
は
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

で
あ
っ
て
、
身
体
上
ま
た
は
精
神
上

著
し
い
障
害
が
あ
る
た
め
に
常
時
の

介
護
を
必
要
と
し
、
か
っ
、
居
宅
に

お
い
て
こ
れ
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
老
人
福
祉
施
設
で
す
。

新
し
い
「
と
み
す
寮
」
に
は
、
従

来
の
特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
(
利
用

者
五
十
五
人
)
の
ほ
か
、
次
の
施
設

を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

O
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

O

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

(
利
用
者
二
十
人
)

O
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

(
利
用
者
二
十
人
)

O
軽
費
老
人
ホ
l
ム
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」

(
利
用
者
三
十
人
)

{
一
階
}

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
者
教
育
室
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ル

l
ム
、
機
能
回
復
訓
練

室
、
一
般
浴
室
、
特
殊
浴
室
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
A-在宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

在
宅
の
要
援
護
老
人
の
介
護
者
な

ど
に
対
し
、
在
宅
介
護
に
関
す
る
総

合
的
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、

在
宅
の
要
援
護
老
人
及
び
そ
の
介
護

者
の
介
護
な
ど
に
関
す
る
要
望
に
応

じ
た
各
種
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

総
合
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
支
援

し
ま
す
。

A
V
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以
上
の
要
援

護
老
人
で
、
心
身
機
能
の
低
下
し
た

人
を
専
用
車
で
送
迎
し
、
各
種
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
、
社
会
的
孤
立
感
の
解

消
や
心
身
機
能
の
維
持
向
上
を
図
り

ま
す
。

-
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル

l
ム

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
流
の
場

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

-

一
般
浴
室
と
特
殊
浴
室

広
々
と
し
た
一
般
浴
室
で
は
柚
木

温
泉
が
利
用
で
き
、
快
適
な
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
し
ま
す
。
特
殊
浴
室
に

は
、
ジ
ェ
ッ
ト
風
呂
、
気
泡
風
呂
を

設
置
し
、
ま
た
、
車
椅
子
の
ま
ま
入

浴
で
き
る
車
椅
子
専
用
浴
槽
や
座
る

姿
勢
の
保
て
な
い
人
も
安
心
し
て
気

軽
に
入
浴
で
き
る
特
殊
浴
槽
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

{
二
階
・
三
階
}

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
や
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
が
あ
り
ま
す
。

av特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム

六
十
五
歳
以
上
の
身
体
的
ま
た
は

精
神
的
な
障
害
の
あ
る
人
で
、
常
に

介
護
を
必
要
と
し
、
在
宅
に
お
い
て

介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
に
利
用
で
き
る
入
居
施
設
で

す。-
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

日
ご
ろ
、
自
宅
で
家
族
に
よ
っ
て

介
護
を
受
け
て
い
る
お
年
寄
り
が
、

家
族
の
病
気
や
介
護
疲
れ
、
冠
婚
葬

祭
や
旅
行
な
ど
で
介
護
を
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
と
き
、
家
族
に
代
わ
っ

て
短
期
間
お
世
話
す
る
施
設
で
す
。

{
四
階
}

軽
費
老
人
ホ
l
ム
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
」

が
あ
り
ま
す
。

-
ケ
ア
ハ
ウ
ス

原
則
と
し
て
六
十
歳
以
上
の
人
で

身
体
機
能
の
低
下
が
認
め
ら
れ
、
ま

た
は
高
齢
な
ど
の
た
め
独
立
し
て
生

活
す
る
に
は
不
安
が
認
め
ら
れ
る
人

で
あ
っ
て
、
家
族
に
よ
る
援
助
が
困

難
な
人
が
低
額
な
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。

総
事
業
費

構

造

約
十
六
億
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

四
階
建

四
千
五
百
二
十
一

2m

五
千
二
百
二
十
2m

六
十
台

敷
地
面
積

床

面

積

駐
車
台
数

2 

高齢者にやさしいっくり
0廊下・浴室・トイレなどの共用部分には床暖房を設置。

01階のデイサービス一般浴室では、柚木温泉を利用できます。

O施設内には、オゾン脱臭装置を設置しました。
0工レベーターは、寝台用を2基設置しました。

O食事の配膳には、冷温蔵配膳車を利用します。
O居室は南面に配置し、明るく暖かくしました。

0居室-トイレ・浴室等には、ナースコールが設けてあります。

へ詳
おし施
問〈設

合わ はの利

せ E用
会み方
さすき
し;空ど
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帽別 韓国.a

4階ケアハウス | 
2床2室 1床26室計30床

「とみす寮」平面図
ゲストルーム 2室 4階
食堂娯楽室大小浴室

洗濯室介護職員室
抽出 同 |耳目|室内閣量 !量|

3階特別養護老人ホーム居室

4床6室 2床4室 " 星1: 1:1塁|塁|塁1:1塁|塁|塁|塁|塁|塁1:1:1塁|塁|塁1:1塁|塁|塁1= 1塁
1床7室 計39床

介護浴室食堂デイルーム

介護職員室研修室

lz|塁liliヤ国312ド1112S15lzlz1:1iliヤ園芸I:l-:I塁
2階特別養護老人ホーム居室

4床3室 1床4室計16床

ショートステイ居室 どEJ: 1: 1 塁| 食堂… 1=1 : 塁| 塁1:151 i 
4床3室 2床4室計20床

介護浴室食堂デイルーム

介護職員室医務室 看護職員室 2階

1階在宅介護支援センター

デイサービス

介護者教育室ボランティアルーム 1I星|霊|塁I : I 塁| 食堂 ・ デイ J~ーム I ~ I f I : I塁I!I塁
介護材料展示室機能回復訓練

室デイ食堂一般浴室

特殊浴室洗濯室理美容室 1階
厨房相談室事務室

|;|厚| lil室 「三 重|一一ーし l #I ..__.__， 

大洲喜多特別養護老人ホーム事務組合 l
ト-----' 祥一一+→ー→ ヨ忌 I ~ I男子健所 E E晶 lム土ι-+--I--lーl室 II教警介

特別養護老人ホーム
lsl 置ヨデイ宜堂 繊細復訓練室 2a7 展霊雲企

「とみす寮J
器

干795-0012 大洲市大洲810-1
宮③0210 附⑫0211

E . 
入口
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大洲・喜多衛生事務組合

流園」完成し尿

日から本格稼働4月1

平
成
九
年
七
月
か
ら
米
津
に
改
築
工
事
を
行
っ
て
い
た
大
洲

・

喜
多
衛
生
事
務
組
合
し
尿
処
理
施
設
「
清
流
園
」
が
完
成
し
、

四
月
一
日
か
う
本
格
稼
働
し
ま
す
。

新
し
い
「
清
流
園
」
は
、
将
来
の
社
会
情
勢
の
変
化
、
生
活

環
境
保
全
の
た
め
の
環
境
対
策
、
公
害
対
策
な
ど
に
も
配
慮
し

た
施
設
で
す
。

〈周
辺
環
境
と
の
調
和
V

処
理
設
備
は
す
べ
て
建
屋
内
に
納

め
、
従
来
の
し
尿
処
理
場
の
イ
メ
ー

ジ
を
一
掃
し
、
周
辺
環
境
と
の
調
和

と
環
境
美
化
を
図
り
ま
し
た
。

〈
万
全
を
期
し
た
公
害
防
止
対
策
〉

豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に
、
最

新
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
公
害
防
止

に
あ
た
り
ま
す
。

A
V
放
流
水
の
水
質

標
準
脱
窒
素
処
理
方
式
に
高
度
処

理
設
備
を
加
え、

B
O
D
(生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
)
や

S
S
(
浮
遊

物
質
)
の
除
去
だ
け
で
な
く
、

C
O

D

(化
学
的
酸
素
要
求
量
)
、
窒
素
、

リ
ン
及
び
色
度
の
除
去
ま
で
確
実
に

行
い
、
安
定
し
た
静
澄
な
処
理
水
を

放
流
し
ま
す
。
ま
た
、
放
流
水
監
視

槽
を
設
け
、
常
に
放
流
水
の
状
況
を

監
視
し
て
い
ま
す
。

-
臭
気

(に
お
い
)
対
策

高
濃
度
臭
気
、
中
濃
度
臭
気
、
低

濃
度
臭
気
と
濃
度
別
に
分
別
捕
獲
を

行
い
、
各
臭
気
濃
度
に
最
も
適
し
た

方
法
で
脱
臭
し
ま
す
。

-
騒
音

・
振
動
対
策

騒
音
・
振
動
を
伴
う
機
器
は
、
各
々

の
部
屋
に
収
納
し
、
防
音
・
防
振
装

置
を
施
し
、
騒
音
・
振
動
が
外
に
漏

れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

総
事
業
費

敷
地
面
積

処
理
能
力

約
三
十
七
億
円

約
一
万
七
千
2
m

一O
O
M
/
日

¥
し
尿
六
0

・四
M

J

/
浄
化
槽
汚
泥
=一九・六
M
¥

処
理
方
法

・
主
処
理
標
準
脱
窒
素
処
理
方
式

・
高
度
処
理
凝
集
分
離
↓
オ
ゾ
ン

酸
化
↓
砂
ろ
過
↓
活
性
炭
吸
着

・
汚
泥
処
理
脱
水
↓
乾
燥
↓
焼
却

・
臭
気
処
理

高
濃
度
臭
気
・:
生
物
脱
臭
後
、
中

濃
度
臭
気
と
し
て

処
理

中
濃
度
臭
気
・
:
薬
液
洗
浄
+
活
性

炭
吸
着

低
濃
度
臭
気
・・・活
性
炭
吸
着

※
大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合

し
尿
処
理
施
設
「
清
流
園
」

宮

@
0
2
0
0

。同
高度処理設備

処理水の活れを凝集剤

を利用し、汚泥として分離
します。 オゾン反応槽で
色素分解とCODの低減を
行い、砂ろ過塔、活性炭吸
着塔で、わずかな汚れも取
り除き、消毒後放流します。

生物処理設備

微生物の力を利用して、

窒素やBODなどの汚濁
物質を除去します。その

後、微生物は沈殿槽で活

泥として処理水と分離さ
れ、汚泥処理設備へと送
られます。

‘司--

受入貯留設備

収集してきたし尿や浄
化槽汚泥を貯留し、機械

処理によりし遁(ごみ)な

どを取り除いて、 生物処
理設備へ搬送します。取

り除いたごみは、脱水し
て焼却処理へ。

守 D-
脱臭処理設 備

riS 
汚泥処理設備

余剰汚泥を脱水・乾燥
後、し漬(ごみ)といっしょ
に焼却します。排ガスは、
有害な成分をつかまえる
パグフィルタを通し、清浄
になった空気を放出して
います。焼却灰は最終処
場で埋め立てられます。

‘-------ー----------------

各施設で発生する臭気を
高-中-低の濃度に合わせ
て、微生物や薬剤、活性炭
を利用して、脱臭します。
場外には、臭いのない空気
しか排出されないようになっ
ています。

し
尿
処
理
の
涜
れ

‘.耐幽

4 

確実な処理によ って肱川の自然を守ります
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財産を守る青い精鋭ノ• 市民の生命

三
月
五
日
目
、
大
洲
市
消
防
出
初
め
式
が
、
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
新
調
さ
れ
た
青
い
制
服
で
身
を
固
め
た
団
員
約
八

百
人
が
参
加
。
ポ
ン
プ
操
法
や
小
隊
訓
練
で
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
団
員
ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
、
表
彰
を
受
け
た
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

{
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
}

[糟
績
章
]
沖
田
辰
夫
(
大
川
)

[勤
続
章
]
長
田
孝
重
、
福
田
政
夫

(
新
谷
)
、
二
宮
豊
林
(
上
須
戒
)

{
愛
媛
県
知
事
表
彰
}

[功
労
章
]
上
甲
俊
行
(
肱
南
)
、

植
木
茂
(
南
久
米
)
、
竹
岡
宏
晃

(
菅
田
)
、
伊
賀
八
平
(
新
谷
)

{
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
}

[功
績
章
]
矢
野
丸
吉
(
菅
田
)

[勤
続
章
]
(
二
十
年
以
上
)
中
野

竹
博
(
肱
南
)
、
香
川
勇
雄
(
肱
北
)

山
田
泰
志
(
南
久
米
)
、
藤
尾
正
照

(
大
川
)
、
芳
我
亀
代
士
(
粟
津
)

[勤
続
章
]
(十
五
年
以
上
)
山
岡

喜
一
郎
、
久
保
恭
一
(
肱
南
)
、
稲

生
弘
和
、
尾
上
虞
悟
(
肱
北
)
、
谷

本
保
書
、
松
本
喜
吉
(
平
野
)
、
石

本
隼
生
(
南
久
米
)
、
山
下
稔
(
菅

田
)
、
白
尾
茂
樹
、
沖
野
恵
久
(
大

川
)
、
野
地
岡
道
明
(
柳
沢
)
、
笹
田

真
二
(
新
谷
)
、
佐
々
山
吉
一
(
三

善
)
、
須
内
真
、
瀧
本
清
(
粟
津
)

[勤
続
章
]
(
十
年
以
上
)
楠
本
定

雄
、
祖
母
井
登
(
肱
南
)
、
笹
田
一

生
、
兵
頭
秀
明
、
堀
江
幸
男
(
肱
北
)
、

鎌
田
知
明
(
平
野
)
、
谷
本
生
介

(
南
久
米
)
、
上
野
忠
夫
、
中
川
修
二

(
菅
田
)
、
石
神
明
、
寺
岡
博
(
大
川
)
、

水
元
庄
一
(
柳
沢
)
、
天
野
保
美

(
新
谷
)
、
瀧
本
良
一
(
三
善
)
、
武

知
寿
明
、
白
石
敏
也
(
粟
津
)
、
古

宅
守
男
(
上
須
戒
)

[家
族
内
助
の
功
労
者
感
謝
状
]

佐
賀
ま
ゆ
み
(
団
本
部
副
団
長
妻
)
、

上
田
民
子
(
上
須
戒
分
団
長
妻
)

{
大
洲
市
長
表
彰
}

岡
田
員
次
、
岡
田
力
弥
、
藤
本
浩
志
、

兵
頭
武
仁
(
肱
南
)
、
矢
野
順
司
、

長
岡
誠
一
、
大
西
啓
司
、
二
宮
謙
一

(
肱
北
)
、
出
茂
保
隆
、
柁
谷
俊
克

(
平
野
)
、
沼
田
賢
治
、
小
鳥
和
則

(
南
久
米
)
、
水
本
和
男
、
松
浦
弘
義

(
菅
田
)
、
湯
川
真
治
、
朝
日
治
男
、

村
中
利
広
(
大
川
)
、
福
井
徳
幸
、

福
住
幸
尚
、
篠
崎
稔
(
柳
沢
)
、
二

宮
栄
作
、
森
永
茂
史
、
大
塚
秀
穂

(
新
谷
)
、
飯
野
公
佳
(
三
善
)
、
東

恵
、
松
本
正
徳
、
武
知
久
志
(
粟
津
)
、

白
石
聡
範
(
上
須
戒
)

{
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰
一

鎌
田
雄
二
、
奥
田
寿
芳
、
清
水
英
樹
、

神
山
勝
行
、
大
山
恭
一
、
豊
田
耕
造

(
肱
南
)
、
井
上
恭
二
、
成
岡
弘
、
山

下
酵
一
、
武
田
和
人
(
肱
北
)
、
宮

崎
辰
幸
、
水
野
雄
至
、
松
中
拓
男

(
平
野
)
、
岩
井
勝
、
梅
原
福
て
上

野
康
広
(
南
久
米
)
、
中
川
亮
浩
、

浅
井
孝
昭
、
竹
田
幸
一
、
三
瀬
正
昭

(
菅
田
)
、
石
本
重
雄
、
大
下
和
彦
、

辰
野
勇
夫
、
沖
元
正
志
(
大
川
)
、

宮
岡
敬
、
高
岡
義
定
(
柳
沢
)
、
岡

崎
邦
昭
(
新
谷
)
、
久
保
英
樹
、
後
藤

裕

一、

横
道
勉
、
都
築
泰
弘

(
粟
津
)
、

田
中
永
秀
、
白
石
光
広
(
上
須
戒
)

{
大
洲
市
消
防
団
長
表
彰
}

篠
崎
守
良
、
久
保
伸
介
、
鎌
田
計
二
、

三
好
康
博
、
亀
岡
贋
実
(
肱
南
)
、

井
上
正
之
、
槍
田
護
、
山
本
忠
重
、

村
田
秀
雄
、
梅
原
康
臣
(
肱
北
)
、

平
田
洋
一
、
幸
野
恭
士
、
吉
良
盛
光
、

谷
口
富
昭
(
平
野
)
、
森
本
純
治
、

演
田
昌
宏
、
二
宮
龍
男
、
山
本
隆
二

(
南
久
米
)
、
池
田
伯
幸
、
中
川
亮
浩
、

浅
井
孝
昭
、
佐
々
木
栄
治
(
菅
田
)
、

石
岡
泰
幸
、
山
下
博
司
、
瀧
本
真
一

(
大
川
)
、
上
岡
克
利
、
日
浦
章
、
篠

原
喜
英
、
石
岡
正
(
柳
沢
)
、
兵
頭

寛
次
、
中
岡
久
、
高
橋
豊
(
新
谷
)
、

田
辺
芳
文
、
城
戸
孝
一
(
三
善
)
、

山
口
善
裕
、
檎
田
敏
明
、
中
岡
康
能
、

大
西
豊
(
粟
津
)
、
政
所
俊
司
、
山

本
貞
文
、
武
内
光
一
(
上
須
戒
)

企日ごろの訓練の成果を披露

5 
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市税の納期についてのお知らせ

次のとお平成12年度の市税の納期は、

りとなっており ます。

納期内納付についてご理解とご協力を

お願いします。

市税納期一覧

税目
4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

固定資 2 3 4 
産税 期 期 翼目 算H
軽自動 全
車税 翼目

市 ・県 2 3 4 
民税 期 真E 期 算』

国民健康 2 3 4 5 6 
時険税 期 期 期 期 算H 真H

平成12年度

よくみてかんげき し5べてびっくり
かがくっておもしろい
4月17---23日
科学技術週間

く科学技術庁 -文部省〉

6 

大
洲
市
で
は
、
平
成
九
年
度
よ
り

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

派
遣
内
容
は
、
公
的
機
関
ま
た
は

医
療
機
関
で
の
通
訳
、
市
民
大
会
な

ど
の
各
種
行
事

・
学
校
行
事
で
の
通

訳
、
公
的
施
策
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

研
修
・
講
座
等
で
の
通
訳
な
ど
で
す
。

な
お
、
本
事
業
の
対
象
者
は
、
市

内
に
居
住
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
た
聴
覚
障
害
者
お
よ
び

音
声
ま
た
は
言
語
機
能
障
害
者
で
手

話
通
訳
を
必
要
と
す
る
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

申
請
や
ご
相
談
は
、
高
齢
福
祉
課

に
手
話
通
訳
者
を
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

高
齢
福
祉
課
障
害
福
祉
係

宮

@
2
1
1
1
(内
線
1
7
2
)

国
民
年
金
前
納
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

国
民
年
金
の
前
納
と
は
、

一
年

間

{

応
募
方
法
}

の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
め
る
こ
と
官
製
は
が
き
に
、
基
礎
年
金
番
号
、

で
す
。
平
成
十
二
年
度
の
保
険
料
を
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

四
月
二
十
八
日
ま
で
に
一
括
し
て
納
職
業
、
電
話
番
号
、
国
民
年
金
に
対

め
る
と
十
五
万
五
千
七
百
五
十
円

と

す

る

ご

意

見

・
ご
質
問
な
ど
を
記
入

な
り
、
毎
月

一
万
三
千
三
百
円
ず
つ
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

納
め
る
よ
り
、

三
千
八

百

五

十

円

お

{

応
募
先
}

得

で

す

。

一

T
7
9
0
1
0
0
0
1

な
お
、
四
月
中
に
保
険
料
を
前
納
松
山
市
一
番
町
一

ー
九
|
十
五

し
て
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
人
の
中
愛
媛
社
会
保
険
事
務
局
国
民
年
金

か
ら
抽
選
で
、
六
十
名
に
図
書
券
、
前
納
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
係

二
千
名
に
テ
レ
ホ
ン
カ
!
ド
を

プ

レ

{

応
募
期
限
}

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

平
成
十
二
年
五
月
三
十

一
日
必
着

【応
募
資
格
}

平
成
十
二
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
一
年
分
を
四
月
中
に
前
納
し
た
人

納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。
便

利
で
お
と
〈
な
保
険
料
の
前
納

制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
/
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月日 場 所 時 間

柳沢桐の目バス停 9 : 10~ 9 :30 

柳沢居場バス停 9 ・ 40~10:00 

JA愛媛たいき田処庖 10:10~10:30 

4月 相H 沢 連 絡 所 10:40 ~ 11 :30 

25日 菅田朝日集会所 13:00~ 13:30 
り。 倉 集 ~ 所 13:50~ 14:10 

大 竹 分 校 跡 14:20~ 14・40

宇 津 集 ~ 所 14 : 50~ 15:10 

菅 田 連 車各 所 15:20~ 16:20 

新 谷 中 組 お 庵 9 :10~ 9 :40 

喜多山佐伯商庖 9 : 50~ 10:30 

4月 新 谷 連 絡 所 10:40~ 11:40 

26日 肱北公民館田口分館 13:10 ~ 13 : 50 

附 光照寺横市木集会所 14 : 00~ 14:40 

徳森児童センター 14 ・ 50~15:30 

西湖サッシ庖前広場 15 ・ 40 ~16:20 

Aコープ明日香庖駐車場 9 ・ OO ~ 9 :30 

大 根 鳳 林 寺 9 :40 ~ 10:00 

平野公民館平地上分館 10 : 20~ 10:40 
4月
平 野 連 絡 所 10:50~ 11:50 

27日
長谷本村集会所 13:20 ~ 13・25

同
梅 JII 集 AZミ. 所 13 : 45~ 14: 10 

野 佐 来 集 ~ 所 14 ・ 30~14:50 

南 久 米 連 車各 所 15:05~ 16:05 

峠 集 ~ 所 9 : OO ~ 9 :30 

石 仏 集 ~ 所 9 : 50 ~ 10 ・ 20
4月

善 連 絡 所 10:40 ~ 11 :40 一
28日 一
肱北公民館五郎分館 13:15~ 13:55 

幽
大洲市総合体育館 14 : 05~ 15:10 

社会教育センター 15 ・ 20~16:25 

蔵川日の平集会所 9 : 10 ~ 9 :25 

JA愛媛たいき蔵川支所 9 :35~ 9 :50 

5月 大 JII 連 絡 所 10:10 ~ 10:50 

1日 高 山 西 集 3ム2三. 所 11 : 30 ~ 11・50

何) 久 米 公 民 館 13 : 20~ 14:00 

只越わかば台団地集会所 14: 10~ 14:40 

大 掛| 市 民 ~ 館 14:50 ~ 16:20 

打 越 集 ~三毛. 所 9 :10~ 9 :30 

初 尾 集 Zゐ2主. 所 9 : 50 ~ 10 ・ 15

5月 上 須 戒 連 路 所 10:25 ~ 11:30 

2日 八 多 浪 集 会 所 1 3 :10 ~ 13 :40 

(j。手成本村集会所 14 : 00~ 14:20 

中 場 集 ~ 所 14:30~ 14:50 

八 多 晋 連 絡 所 15:00 ~ 16:00 

さ2母求ω
表手呈日

溢舗通事ぬ司ロダ
平
成
十
二
年
度
の
狂
犬
病
の
予
防

注
射
と
畜
犬
登
録
を
左
表
の
予
定
で

実
施
し
ま
す
。
生
後
九
十
日
を
超
え

る
犬
を
飼

っ
て
い
る
人
は
、
最
寄
り

の
場
所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
年

一
回
受

け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

畜
犬
登
録
は
、
平
成
七
年
度
以
降

に
登
録
済
み
の
犬
に

つ
い
て
は
、
再

登
録
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
回
、
都
合
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
下
記
の
指
定
獣
医

師
の
診
療
所
へ
連
れ
て
行
く
か
、

家

ま
で
来
て
も
ら
っ

て
、
注
射

・
登
録

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
今
後、

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
人
も
同
様
に

し
て
く
だ
さ
い
。

[
料
金
]

期
間
中
に
指
定
場
所
で
受
け
る
場
合

一
頭
に

つ
き

予
防
注
射
料

二
千
八
百
五
十
円

登

録

料

三
千
円

[
指
定
獣
医
師
]

O
久
保
田
動
物
病
院
(
久
保
田
直
)

大
洲
市
新
谷
乙
一三

O
の
二

宮

@
3
2
2
3

0
中
野
獣
医
科
医
院
(
中
野
増
美
)

大
洲
市
中
村
二
五
九
宮

@
4
2
7
6

0
西
大
洲
動
物
病
院
(
木
村
邦
子
)

大
洲
市
西
大
洲
甲
九
O
二

宮
③
3
3
0
3

な
お
、
犬
を
連
れ
て
く
る
と
き
に

は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
登
録
さ
れ
た
犬
を
確
認
す
る
た
め

犬
鑑
札
を
首
輪
に
付
け
て
来
て
く

だ
さ
い
。

。
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

。
登
録
さ
れ
る
人
は
、
印
鑑
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
0

0
犬
を
自
由
に
扱
え
る
人
が
連
れ
て

来
て
く
だ
さ
い
0

0
引
き
綱
に
は
、
丈
夫
な
鎖
な
ど
を

使
用
し
、
首
輪
の
点
検
を
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

。
集
合
場
所
で
の
犬
の
フ
ン
は
、
必

ず
飼
い
主
が
始
末
し
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
詳
し
く
は
、
保
険
環
境
課

生
活
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

宮

@
2
1
1
1
(
内
線
1
6
2
)

犬
の
里
親
を
募
集

こ
の
制
度
は
、
犬
を
飼

っ
て
い

る
人
の
う
ち
不
用
と
な

っ
た
犬
と
、

犬
を
飼
い
た
い
人
の
双
方
を
登
録

し
て
市
が
仲
立
ち
を
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
捨
て
犬
を
捕
獲
し
た

場
合
も
飼
い
た
い
人
の
条
件
に
沿
っ

て
連
絡
を
し
ま
す
。

犬
を
飼
い
た
い
人
、
譲
り
た
い

人
は
、
ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
保
険
環
境
課
及

び
各
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
。

7 
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交通マナー

春め全国交通安全運動

4月6 日(木~""'15 日出

暖
か
い
春
の
陽
光
に
誘
わ
れ
て
、
散
歩
や
ド
ラ
イ
ブ
な
ど
外
出

が
楽
し
く
な
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
0

0
運
動
の
重
点

1

子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

2

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ
l
ト
と
シ
!
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
徹
底

3

反
射
材
の
利
用
促
進

皆
さ
ん
、
突
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
突
通
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

上
の
事
情
、
シ

l
ト
ベ
ル
ト
が
な
く

チ
ヤ
イ
ル
ド
シ

l
ト
を
固
定
で
き
な

い
構
造
の
車
両
、
緊
急
時
な
ど
の
場

合
は
、
規
制
対
象
外
と
し
て
除
外
さ

れ
ま
す
)

-
罰
則
な
ど

違
反
し
た
場
合
、
罰
則
や
反
則
金

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
違
反
点
数
1
点

に
な
り
ま
す
。

※
規
制
内
容
、
除
外
な
ど
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、

大
洲
警
察
署
包

@
0
1
1
0ま
で
。

防
医

4
月
1
日
か
ら
、
道
路
交
通
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
(
幼
児
用
補
助
装
置
)
の
使
用
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

-
規
制
対
象

自
動
車
の
運
転
者
が
、
六
歳
未
満

の
幼
児
を
乗
車
さ
せ
て
運
転
す
る
場

合
(
た
だ
し
、
病
気
や
け
が
、
体
格

安全な

ポイント
@背もたれは、座った
子どもの頭を越える高
さがあるか。

@ 

@シートの底面積が大
きい方が安定しやすい。

@横の衝撃から頭部を
保護するクッション
(サイドサポート)は
十分な深さがあるか。

@ベルトの位置や仕組
みは、首に巻きついた
りしないか。バックル
の差し込みはゆるんだ
りしないか。

。座面が高いものは重
心が高くなり、不安定
になりがち。

第17回大洲市健康マラソン大会

早春の風を切って力走/

8 

一
一
月
十
三
日
(
日
)
、

さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
運
動
公
園
(
平
野
運
動
公

園
)
を
会
場
に
、
陸
上
競
技
場
と
野
球
場
を
周
回
す
る
特
設

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
十
六
の
部
門
に
約
千

人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

{
小
学
5
年
生
男
子
の
部
】

①
山
本
晃
日
分
印
秒

②
松
岡
泰

成
ロ
分
似
秒
③
増
田
和
也
ロ
分
叩

秒
(
参
加
者
臼
人
)

【
小
学
5
年
生
女
子
の
部
}

①
尾
上
麻
梨
日
分
∞
秒

②
大
藤

友
子
日
分

ω秒
③
崎
野
奈
津
美
日

分
四
秒
(
参
加
者
犯
人
)

{
小
学
6
年
生
男
子
の
部
}

①
松
岡
慶
日
分
必
秒

②
日
道
俊

之
ロ
分

ω秒
③
古
谷
知
彦
ロ
分
侃

大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催

大
会
の
主
な
成
績
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

《

3
キ
ロ
コ
l
ス》

{
小
学
4
年
生
男
子
の
部
】

①
井
上
太
郎
日
分
日
秒

②
岩
田

豊
史
ロ
分
話
秒
③
橋
本
利
則
ロ
分

幻
秒
(
参
加
者
却
人
)

{
小
学
4
年
生
女
子
の
部
}

①
都
合
美
佳
日
分
凶
秒

②
高
崎

紗
綾
日
分
肝
秒
③
大
藤
彰
子
日
分

ω秒
(
参
加
者
日
人
)
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国
土
調
査
を
実
施
し
ま
す

〈
大
字
藤
縄
地
区
全
域
〉

大
洲
市
で
は
、
平
成
十
二
年
度
か
を
末
代
ま
で
守
り
続
け
る
こ
と
に
な

ら
平
成
十
四
年
度
に
か
け
て
、
大
字
り
ま
す
。

藤
縄
地
区
全
域
の
国
土
調
査
を
実
施
今
回
の
調
査
に
伴
う
現
地
説
明
会

し

ま

す

。

は

、

毎

年

四

月

j
五
月
に
か
け
て
予

こ
の
調
査
で
は
、
ま
ず
、
す
べ
て
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
該
当
者
に

の
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者

・
地
番
・
は
文
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

地
目
(
田
や
畑
な
ど
)
・
境
界
線
な
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ど
を
現
地
立
会
で
確
認
す
る
「
一
筆
市
内
で
は
、
南
久
米
・
平
野
・
上

地
調
査
」
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
須
戒
・
八
多
喜
・
三
善
・
田
処
地
区

国
土
調
査
の
中
で
、
土
地
所
有
者
に
の
全
域
、
ま
た
東
大
洲
・
五
郎
・
阿

関
係
の
あ
る
最
も
重
要
な
も
の
に
な
蔵
・

柳
沢
の
一
部
で
国
土
調
査
が
終

り

ま

す

。

了

し

て

い

ま

す

。

次
に
、
境
界
を
測
量
す
る
際
に
必
こ
れ
か
ら
も
年
次
計
画
を
立
て
て

要
と
な
る
各
種
類
の
杭
を
設
置
し
ま
順
次
調
査
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。
こ
れ
ら
の
杭
は
、
前
述
以
外
に
す
。

も
天
災
な
ど
で
境
界
が
不
明
に
な

っ

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

た
場
合
、
現
地
復
元
に
使
用
し
ま
す
。

農

林
課
国
土
調
査
係
ま
で
。

こ
れ
ら
の
調
査
を
経
て
作
成
さ
れ

宮
@
2
1
1
1
(内
線
2
3
1
)

た
新
し
い
公
園
は
、
皆
さ
ん
の
土
地

実施区域図

口 平成12年度実施区域 (1.83kni) 

口 平成13年度実施区域 (1.87kni) 

口 平成14年度実施区域 (1.52kni) 

た
ば
こ
の
火
は

火
災
原
因
の
上
位
で
す

た
ば
こ
が
原
因
に
よ
る
火
災
の

ほ
と
ん
ど
は
、
喫
煙
マ
ナ
l
の
悪

さ
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

た
ば
こ
を
吸
わ
れ
る
皆
さ
ん
、

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
て
い
ま
せ
ん
か
?
特
に
寝
た

ば
こ
は
危
険
で
す
か
ら
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い

。
ま
た
、
た
ば

こ
は
灰
皿
の
あ
る
と
こ
ろ
で
吸
い
、

吸
っ
た
た
ば
こ
の
火
は
完
全
に
消

し
ま
し
ょ
う
。

灰
皿
の
中
に
水
を
入
れ
て
お
く

こ
と
も
、
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
防

止
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

たばこの火、
きちんと消して、
きちんと捨てる。
愛煙家のルールです。
.灰皿にはいつも水を.

・吸い慢を溜めない.

・火のついたたばこを放置しない.

・寝たばこはしない.

秒
(
参
加
者
白
人
)

{小
学
6
年
生
女
子
の
部
}

①
樋
口
麻
奈
美
ロ
分
以
山
秒
②
安

岡
優
子
ロ
分

ω秒
③

山
本
理
恵
日

分
H
秒
(
参
加
者
お
人
)

{中
学
生
男
子
の
部
}

①
大
藤
毅
叩
分
四
秒
②
村
上
典

生
日
分
お
秒
③
上
田
明
日
輝
日
分

お
秒
(
参
加
者
加
人
)

{中
学
生
女
子
の
部
】

①
西
山
理
奈
ロ
分

ω秒
②

池
田

由
佳
里
ロ
分
U
秒

③

笹

山
さ
ゆ
り

ロ
分
印
秒
(
参
加
者
別
人
)

【
一
般
男
子
の
部
}

①
佐
々
山
吉
一
日
分

ω秒
②

村

井
明
弘
日
分
日
秒
③
松
永
哲
弥
ロ

分
悦
秒
(
参
加
者
日
人
)

【
一
般
女
子
の
部
】

①
城
戸
三
重
四
分
担
秒

②
尾
上

和
子
日
分
開
秒
③
石
河
美
穂
汀
分

叩
秒
(
参
加
者
7
人
)

{
一
般
男
子
刊
歳
以
上
の
部
}

①
松
井
義
太
郎
日
分
間
秒
(
参
加

者
2
人
)

《

5
キ
ロ
コ
l
ス》

{高
校
生
男
子
の
部
}

①
帽
子
克
彦
四
分
伯
秒
②
寺
尾

泰
昭
お
分
泊
秒
(
参
加
者
3
人
)

{
一
般
男
子
の
部
}

①
森
本
英
則
四
分
幻
秒
②
二
宮

敏
浩

η
分
回
秒
③
金
津
功
加
分
日

秒
(
参
加
者
5
人
)

{
一
般
男
子
刊
歳
以
上
の
部
}

①
田
丸
敏
和
加
分
但
秒
②
森
本

憲
治
幻
分
認
秒
(
参
加
者
3
人
)

《

2
キ
ロ
コ
l
ス
》

{
印
歳
以
上
の
部
}

①
松
中
秀
夫
日
分
日
秒
②
岡
和

雄
日
分
叩
秒
③
西
岡
利
子
日比
分
幻

秒
(
参
加
者
5
人
)

{フ

ァ
ミ
リ
ー
コ

l
ス
}

参
加
者
2
6
8
人

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
l
ス
の
順
位
及
び

タ
イ
ム
並
び
に
各
部
門
の

4
位
以
下

の
順
位
及
び
タ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、

大
洲
市
総
合
体
育
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
宮

@
6
2
5
5

9 
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号

大
洲
市
は
、
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
制
施
行

五
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
十
六
年
(
二
O
O
四
)
の
完
成
を

目
指
し
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
洲
城
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
の
ご
意
見

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
対
策
係

g
@
2
1
1
1
(
内
線

2
2
4
)

44 第

古
絵
図
と
パ
ズ
ル
で

P
R

大
洲
城
天
守
閣
の

P
R
商
品
と
し
て
、
江
戸
初
期
の
城

郭
を
描
く

「元
禄
五
年
大
洲
城
絵
図
」
と
、
在
り
し
日
の
天

守
閣
を
し
の
ば
せ
る
「
大
洲
城
パ
ズ
ル
」
を
作
製
し
ま
し
た
。

今
回
作
製
し
た
絵
図
は
、
元
禄
五
門
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
二

年

(
一
六
九
二
加
藤
家
三
代
藩
主
泰
つ
の
大
手
門
(
郵
便
局
前
と
市
民
会

恒
の
時
代
)
に
描
か
れ
た
市
立
博
物
館
西
方
)、
水
の
手
門
(
城
山
公
園
北

館
所
有
の
絵
図
を
原
図
と
し
て
い
ま
方
)
な
ど
は
聞
か
れ
た
城
円
で
あ
る

す
。
こ
の
絵
図
に
は
、
本
丸
か
ら
三
の
に
対
し
、
天
守
入
口
、

二
の
丸
奥

の
丸
の
外
堀
に
か
け
て
、
天
守
・
櫓
・
御
殿
な
ど
の
門
は
閉
じ
ら
れ
て
い
ま

城
門
な
ど
が
姿
図
と
し
て
描
か
れ
て
す
。
こ
れ
は
、
天
守
閣
の
あ

っ
た
本

い
ま
す
。
な
か
で
も
特
徴
的
な
の
が
丸
や
二
の
丸
奥
御
殿
な
ど
が
、
通
常

城
門
で
、
開
門
と
閉
門
の
二
通
り
の
人
の
出
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た

1

3

e
!

め
で
は
な
い
か
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
原
図
と
な
る
絵
図
は
市
立

博
物
館
に
常
時
展
示
さ
れ
て
お
り
、

縦
一
八
三

叩
×
横
一
八
三

咽
の
大
き

さ
で
す
が
、
こ
れ
を

B
1
サ
イ
ズ

(縦

一
O
三

個
×
横
七
三

個
)
に
縮

小
し
複
製
し
ま
し
た
。

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
は
、
明
治
初
期

に
肱
川
緑
地
公
園
付
近
の
河
原
か
ら

撮
影
さ
れ
た
古
写
真
に
、

C
G
(
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
)
で

!

色
付
け
を
し
た
も
の
を
パ
ズ
ル
の
デ

ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大

き
さ
は
縦
三
八
個
〉
〈
横
五
三

咽、

5

0
0
ピ
l
ス
で
作
製
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
商
品
も
価
格
は
二
千
円

で
、
市
役
所
商
工
観
光
課
、
市
内
の

各
公
民
館
、
赤
煉
瓦
館
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
商
工
観
光
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

明正高田口瞳ー」

企元禄五年大洲城絵図

企ジグソーパズjし

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
を

〈
ら
し
の
な
か
に
(
五
)

(
前
号
の
続
き
)
ま

ち

め

「
ド
イ
ツ
で
は
、
町
の
ど
こ
に
も
目

ふ
じ
ゅ
う
ひ
と
よ
、
ヮ
ゅ
、
つ
ど
う

の
不
自
由
な
人
用
の
誘
導
タ
イ
ル
を

み見
か
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

し

ろ

?

え

ひ

と

ま

わ

は
白
い
杖
の
人
が
い
る
と
周
り
の
人

4HM

ド
ふ

た
ち
が
駆
け
寄

っ
て
行
っ
て、

「ど
つ

わ

た

て

つ

だ

ち
へ
渡
り
ま
す
か
』
『手
伝
い
ま
し
ょ

く

あ

い

て

か

う
」
と
い
う
具
合
に
、
チ
を
貸
す
か

か
ぎ

ら
で
し
た
。
周
り
の
人
が
い
る
限
り
、

ひ
っ
よ
三
つ

誘
導
タ
イ
ル
は
必
要
な
か
っ
た
の
で

す
。

なのリエ
人取とアレこ
の、りフベれ
，心E来且くl} J は
が γ み l タ
素すよ(町l 階f:
晴ばり障Fを段f
らも壁3付つを
しノT を cけス
いリ取とるロ
とアりと L
思fフ除早い 4
いリくうト
ま J~ パレ

し
た
。ほ
ん

ち

か

日
本
で
は
、
近
ご
ろ
ノ
l
マ
ラ
イ

さ

け

た

て

ゼ
l
シ
ヨ
ン

(
注
)

が
叫
ば
れ
、
建

も

の

だ

ん

さ

か

物
を
段
差
な
し
に
変
え
て
い
っ
て
い

る
も
の
の
、
周
り
の
人
の
心
は
パ
リ

こ
く
み
ん

ア
l

(障
壁
)
だ
ら
け
で
す
。
国
民

せ

い

お

く

性
な
の
で
し
ょ
う
か
。
遅
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。」
(後
略
)
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。

に

ち

じ

よ

う

せ

い

か

つ

じ

ん

け

ん

日
常
生
活
の
な
か
で
、
人
権
へ
の

は

い

り

ょ

た

い

ど

こ

う

ど

う

あ

ら

わ

配
慮
が
態
度
や
行
動
に
現
れ
る
よ
う

じ
ん
け
ん
か
ん
か
く

ま
さ

な
人
権
感
覚
と
は
、
正
に
こ
の
こ
と

を
い
う
の
で
し
ょ
う
。

い

っ

ぽ

う

く

る

ま

い

す

の

ま
た
一
方
で
は
、

「車
椅
子
に
乗
っ No.258 

人
権
と
同
和
教
育

10 

ひ

と

り

き

た
人
が
、
一
人
で
行
動
す
る
の
は
危

け

ん

し

よ
う

が

い

し

ゃ

し

ゃ

険
で
あ
る
。
だ
か
ら
障
害
者
は
、
社

カ

い

ま

も

会
で
守
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

じ

ゃ

く

し

や

か

ん

が

か

た

い
弱
者
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
に

た

い

ご

た

川

ふ

ま

ん

ぞ

く

ち

ょ

し

ゃ

対
し
て
、
「
五
体
不
満
足
」
の
著
者
、

お
と
た
け
ひ
ろ
た
だ

乙
武
洋
匡
さ
ん
は
、
「
障
害
者
を
そ

た

ち

ば

お

こ

の
よ
う
な
立
場
に
追
い
込
ん
で
い
る

か
ん
き
ょ
う

の
は

『環
境
」
な
の
だ
。
環
境
さ
え

と

と

の

か

ら

だ

整
っ
て
い
け
ば
、
ボ
ク
の
よ
う
な
体

の
不
自
由
な
障
害
者
は
、
障
害
者
で

の

な
く
な
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ

こ

う

れ

い

し

ゃ

バ
リ
ア
フ
リ
l
化
は
、
高
齢
者
や

し

ょ

う

カ

い

し

ゃ

と

、

つ

ま

ち

な

か

障
害
者
等
が
車
椅
子
で
街
中
を

一
人

ど

う

じ

り

つ

で
移
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
自
立
へ

カ

ん

き

ょ

う

せ

い

び

な

に

の
環
境
整
備
と
、
何
か
あ
れ
ば
、
い

こ
こ
ろ
よ
ち
か
ら

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
快
く
力
を
貸

し
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
人
権
感
覚

り
ょ
う
め
ん

と
両
面
か
ら
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
が

し
ん
き
ょ
う
せ
い
し
や
か
い

で
き
て
こ
そ
一
真
の
共
生
社
会
と
い

え
る
で
し
ょ
、
っ。

こ
ん
こ
っ

か

い

ほ

う

あ

ん

冷
酒
会
で

「
パ
リ
J
JUV

l
必
喋
」

が
可
決
さ
れ
る
の
を
機
会
に
、
共
に

す

じ

っ

げ

ん

住
み
よ
い
社
会
の
実
現
を
め
ざ
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

(注
)
障
害
者
を
特
別
視
す
る

の
で
は
な

く
、一

般
社
会
の
な
か
で
普
通
の
生
活
が

送
れ
る
よ
う
条
件
を
整
え
、
共
生
を
め
ざ

す
こ
と
の
意。



天守閣の鯨(しゃちほこ)に

• 

4月号広報ああず 2000

結成40周年を迎える大洲ライオンズクラブから、記念事業の一
環として、大洲減天守閣の鱗1対の製作費250万円と見事な墨絵

を市に寄付していただきました。

コミュ二ティ推進の功績をたたえ

大洲市コミュニティ推進大会ガ開催されました。日ごろコミュニティ

活動を行っている各種団体 ・関係者ら約200人か.参加。コミュ二ティ
推進に功績のあった個人・団体の表彰が行われました。

守全 大洲市民大学(上沼恵美子さん)

上沼恵美子さんを講師に迎え、大洲市民大学が開催されました。

演題は í~性が輝くと目 。 主婦としての実生活を交えながらユーモ

アたっぷりに話され、笑いの絶えない講演でした。

手

3
3
4
3
3
5
3
5
3
4主
3
3
3
3
0
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
i
3

市地域福祉推進委員会ガ答申

大洲市地域福祉推進委員会ガ、「介護保険事業計直Jをまとめ、
市に答申しました。市では関係条例案を3月市議会で提案、4月 1

日力、らいよいよ新しい保険制度ガスター卜します。

電〉 地球のために今できること
一一一一→二三言一一九~坤九

(蔵川小・柳沢小・目処小・上須戒小・喜多小の5年生全員で結成)が
公共事業における環境問題やリサイクルへの取り組みなどについて話
し合いました。
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4月号広報ああず 2000

保健センタ-B@0310 

あなたの健康を

サポートします

いきいき

Liie 

保
健
セ
ン
タ
ー

実
施
場
所
は
、
い
ず
れ
も
、
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

2
階
で
す
。

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

0
4
月
日
日

ω
平
成
日
年
日
月
生
※

0
4
月
四
日

ω
平
成
山
年
9
月
生

0
4
月
白
日
閃
平
成
9
年

3
月
生

受
付
時
間
日
時

1
日
時
叩
分

持
参
品
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル
(
※
の
み
)

【
叩
カ
月
児
育
児
相
談
】

0
4
月
日
日
開

平
成
日
年
6
月
生

受
付
時
間

9
時
却
八
刀
j
m
時

持
参
品
母
子
手
帳
、
ア
ン
ケ
ー
ト

パ
ス
タ
オ
ル

{
健
康
相
談
・
栄
養
相
談
】

0
4
月
払
日
開

相
談
時
間
四
時
1
ロ
時
、
日
時
1
日
時

持
参
品
健
康
手
帳
(
予
約
制
)

大

洲

保

健

所

い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

【
難
病
医
療
相
談
】

0
第
3
火
曜
日

日
時
j

m
時

市立大洲病院(西大洲)

ft24-2151 

加戸病院(若宮)

ft24-5101 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

大洲保健所B@3165

|日曜・祝祭日の当番医|

4月2日 村上内医院(北只)

(日) ft23-3500 

4月9日 村上外医院(片原町)

(日) ft24-2262 

4月16日 大野内医院(片原町)

(日) ft24-6800 

4月23日 岡本耳医院(本町)

(日) ft24-3752 

4月29日 祖母井医院(中村)

仕) ft24-3756 

4月30日 沢井耳医院(中村)

(日) ft24-2510 

曜

【
精
神
保
健
福
祉
相
談
}

O
第

3
金

曜

日

目

時

j
日
時

【
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談
}

O
第
1
・
3
火

曜

日

日

時
1

日
時

【
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談
}

0
4
月
四
日
例
目
時

1
日
時

対
象
就
学
前
児
童

(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

救急当番病院

月・火曜日

日

木~日曜日

71<. 

0
4
月
6
日
岡

市
立
大
洲
病
院
叩
時

1
ロ
時

ア
ク
ト
ピ
ア
大
洲
庖

日
時
加
分

i
v
m
時
却
分

0
4
月
却
日
出
(
雨
天
中
止
)

緑
地
公
園

9
時
加
分

1
日
時
却
分

一
大
洲
市
の
出
生
数
は
、
平
成
9
年

4

一
1
0
人
、
平
成
功
年
4
1
6
入
、
平
成

一
日
年
は
約
4
0
0
人
と
横
ば
い
状
態
で

一
す
。
ま
た
、

-
人
の
女
性
が
生
涯
に
生

一
む
子
供
の
数
(
合
計
特
殊
出
生
率
)
を

一
み
る
と
、
大
洲
市
で
は
、

1
・
8
3
人

一
(
平
成
叩
年
)
と
な

っ
て
い
ま
す
。

一
さ
て
、
楽
し
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、
腹

一
の
立
つ
こ
と
も
あ
る
の
が
子
育
て
。
思

一
い
ど
お
り
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。

一
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
乳
幼

一
児
健
診
や
育
児
相
談
で
も
、
最
近
、
「
子

一
ど
も
が
か
わ
い
く
な
い
」
と
か
「
子
ど

一
も
と
ど
う
遊
ん
で
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

一
と
い
う
お
母
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
叩
カ
月
の
育
児
相
談
で
は
、

r

悩
ん
で
い
る
の
は
、
あ
な
た
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
/
一

保
育
士
に
よ
る
親
子
遊
び
な
ど
を
取
り
一

入
れ
、
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
l
シ
ョ
一

ン
の
と
り
方
等
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
一

て
い
ま
す
。
子
育
て
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
一

お
気
軽
に
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
各
連
一

絡
所
の
保
健
婦
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

機
筋
機
物
被
捌
YM

次
の
人
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
一

各
連
絡
所
で
手
続
き
を
!

O
転
出
す
る
人
で
、
チ
ヤ
イ
ル
ド
ノ

l
一

ト
を
お
持
ち
の
人
(
ノ

1
ト
の
返
却
)

O
転
入
し
た
人
で
、
予
防
接
種
の
済
ん
一

で
い
な
い
就
学
前
児
童
が
い
る
人
(
母
一

子
手
帳
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
)

四
月
新
刊
案
内

先
生
、
本
を
読
ん
で
/
村
上
淳
子
著

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
著
作
権
・
特
許
権

椙
山
敬
士
著

お
や
じ
の
パ
ソ
コ
ン
本
間
健
彦
ほ
か
著

桜

の

下

の

陽

明

学

吉

田

和

男

著

パ
ル
サ
ッ
ク
伝

A
・
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
著

フ
ラ
ン
ス

R
・
ベ
イ
リ
l
著

北
欧
ヴ
ア
イ
キ
ン
グ
ろ
ま
ん
波
勝
一
庚
著

親
の
白
信
が
子
供
を
救
う
和
田
秀
樹
著

政
治
家
よ
朝
日
新
聞
特
別
取
材
班
著

銀
行
と
つ
き
あ
わ
な
い
法
郎
e

、
水
漢
著

或

る

倒

産

丹

羽

幸

雄

著

校
長
・
教
頭
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
事
典

児
島
邦
宏
ほ
か
編

新
小
学
校
教
育
課
程
移
行
措
置
の
解
説

月
岡
英
人
編

今
す
ぐ
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
株
取

引
入
門
ネ
ッ
ト
株
取
引
友
の
会
編

臓
器
移
植
体
験
者
の
立
場
か
ら
淳
井
繁
男
著

サ
イ
エ
ン
ス
・
ミ
レ
ニ
ア
ム
立
花
隆
著

再

会

遠

藤

順

子

著

少
な
い
モ
ノ
で
ゆ
た
か
に
暮
ら
す

大
原
照
子
著

お

し

ゃ

れ

は

大

事

よ

大

橋

歩

著

今
さ
ら
な
が
ら
の
和
食
修
業
阿
川
佐
和
子
著

新
し
い
農
業
へ
の
選
択
鶴
蒔
靖
夫
著

公

共

の

宿

塔

文

社

著

炎
の
画
家
三
岸
節
子
吉
武
輝
子
著

菊

次

郎

と

さ

き

ピ

i
ト
た
け
し
著

社
交
ダ
ン
ス
へ
の
招
待ダ
ン
ス
マ
ガ
ジ
ン
編

日
出
づ
る
国
の
「
奴
隷
野
球
」

R
-ホ
ワ
イ
テ
イ
ン
グ
著

黛
ま
ど
か
著

く
ち
づ
け

12 

ワ

ニ

を

抱

く

夜

村

田

喜

代

子

著

長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
な
か
に
し
礼
著

フ
1
コ

ン

戦

記

古

山

高

麗

雄

著

素

敵

な

あ

い

つ

高

橋

咲

著

夜

宴

愛

川

日

間

著

独

眼

竜

政

宗

三

好

京

三

著

ろ

く

で

な

し

新

堂

冬

樹

著

楠

の

立

つ

岡

津

本

陽

著

ダ

メ

ー

ジ

乃

南

ア

サ

著

悪

魔

と

詐

欺

師

高

里

椎

奈

著

饗

宴

高

橋

昌

男

著

か

り

そ

め

渡

辺

淳

一

著

落

花

流

水

山

本

文

緒

著

て

の

ひ

ら

の

閤

藤

原

伊

織

著

葵

徳

川

三

代

ジ

ェ

l
ム
ス
三
木
著

赤
毛
の
ア
ン
を
探
し
て
中
井
貴
恵
著

お

ん

な

の

眼

久

田

恵

著

へ

な

へ

な

日

記

中

野

翠

著

さ
ゆ
り
上
・
下
A
・
ゴ
ー
ル
デ
ン
著

エ
ン
デ
イ
ミ
オ
ン
の
覚
醒D
-
シ
モ
ン
ズ
著

リ
サ
イ
ク
ル
資
料
の
提
供
に
つ
い
て

図
書
館
で
は
、
保
存
期
間
を
経
過
し

た
資
料
を
市
内
の
公
共
施
設
・
団
体
、
並

び
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
無
料
で
提
供

し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
も
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下
さ
い
。

①
開
始
時
期
平
成
十
二
年
四
月

②
申
込
場
所
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

③
資
料
種
類
平
成
十
年
四
月
号
j
平

成
十

一
年
三
月
号
雑
誌

④
主
な
内
容
小
説
新
潮
・
旅
・
婦
人

公
論
・
お
し
ゃ
れ
工
房
・

趣
味
の
園
芸
・
壮
快
等

一
般
雑
誌
二
六
九
冊

小
学

一
年
生
j
小
学
六

年
生
・
り
ぼ
ん
等

児
童
雑
誌

一
四
七
冊

詳
細
は
、
図
書
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

合
@
4
4
1
9



(有)丸電工業

ft24-5351 

西田水道庖

ft26-0265 

傭)三原設備

合 24-3 783 

淳山水道工事庖

ft24-2583 

(有)いの水道設備

ft24-2216 

伊予屋住設

ft24-2541 

惰)内田電気水道設備

ft25-2858 

岡福水道工事庖

合 24 -3 6 5 6 

(有)オクダ設備

まま 25 -4 1 0 7 

大塚鉄工所

合 25 -0 3 0 0 

(槻西田興産

n25-0211 

神南設備

ft25-4684 

中央建設側

ft24-3556 

久保鉄工所

ft26-0537 

惰)神田鉄工所

合 24 -4 1 2 2 

(有)菊地浄化槽センター

ft24-0013 

城戸電業社

まま 25-2944

松浦建設側

ft25-5335 

(掬土居鉄工所

合 24 -4 5 1 9 
筒)アサノ設備

ft24-0783 

4月号

4月2日(日)

米
穀
販
売
業
更
新
及
び
新
規

登
録
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

平
成
9
年
度
に
米
穀
販
売
業
の
登
録

を
受
け
ら
れ
た
人
は
、
有
効
期
間
の

3

年
が
満
了
し
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
計

画
流
通
米
の
販
売
を
行
う
場
合
に
は
、

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
愛
媛
県
内
で
新
た
に
計
画
流

通
米
の
販
売
(
卸
売
業
・
小
売
業
)
を

行
お
う
と
す
る
場
合
は
、
愛
媛
県
知
事

の
登
録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
登
録
申
請
手
続
き
の
受
付
期
間
及

び
窓
口
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
受
付
期
間
}

平
成
ロ
年
4
月
初
日
ま
で

【
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先
】

一T
7
9
6
1
0
0
4
8

八
幡
浜
市
北
浜
1
1
3

3

7

八
幡
浜
地
方
局
産
業
経
済
部
農
政
課

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

放
送
県
民
大
学
(
前
期
講
座
)

受

講

生

を

募

集

愛
媛
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
豊

か
な
教
養
と
創
造
力
を
培
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
「
放
送
県
民
大
学
」
を
開
設

し
ま
す
。

広報おおず 2000

4月1日出

月
1
回、

N
H
K
番
組
な
ど
の
ピ
デ

オ
を
教
材
に
、
愛
媛
大
学
の
先
生
方
に

よ
る
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
受
け
て
、
知
識

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ス
ク
ー
リ

ン
グ
で
は
、
古
文
・
漢
文
の
解
説
や
教

養
的
な
鑑
賞
方
法
な
ど
幅
広
い
知
識
を

盛
り
込
ん
だ
内
容
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の
で
、

ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
}

5
月
か
ら
9
月
ま
で
の
最
終
日
曜
日

に
開
催
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
午
後
1
時

却
分
か
ら
午
後
4
時
叩
分
ま
で
。

【
開
催
会
場
}

八
幡
浜
地
方
局
7
階
大
会
議
室

【
受
講
料
】
無
料

【
申
し
込
み
先
】

干

7
9
6
0
0
4
8

八
幡
浜
市
北
浜
1
3
1
3
7

八
幡
浜
教
育
事
務
所
社
会
教
育
課

8
0
8
9
4
・
2
2
・
4
1
1
1

【
申
込
期
間
}

4
月
但
日
1

5
月
日
日

※
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
(
ふ

り
が
な
)
、
年
令
、
性
別
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

4月8日比)

4月9日(日)

4月15日出

不
動
産
に
関
す
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

不
動
産
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
の

ご
相
談
に
不
動
産
鑑
定
士
が
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
平
成
ロ
年
4
月
6
日
同

日
時
l
M
時

【
場
所
】
大
洲
市
民
会
館

{
問
い
合
わ
せ
先
}
問
日
本
不
動
産
鑑

定
協
会
愛
媛
県
部
会
合

0
8
9
・
9

泊

性

唱

1

・
n
o
n口
ワ
u
η
l

大
学
入
学
資
格
検
定
試
験

の
説
明
・
相
談
会

側
日
本
産
業
開
発
青
年
協
会
・
大
検

情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
、

「
改
定
・
大
検
制
度
の
説
明
相
談
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
教
育
関
係
者
、

受
検
希
望
者
な
ど
多
数
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

平
成
ロ
年
4
月
詑
日
出

日
時
却
分
j

M
時
却
分

松
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

(
松
山
市
湊
町
7
ー
5
)

{
参
加
申
込
方
法
}

4月16日(日)

4月22日出

費
用
は
無
料
。
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
事
前
の
電
話
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込

く
だ
さ
い
。

【
電
話
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
}

側
日
本
産
業
開
発
青
年
協
会
・
大
検

情
報
セ
ン
タ
ー
(
フ
リ
1
、
ダ
イ
ヤ
ル

8
0
1
2
0
・
5
5
5
・
0
1
8
)

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V

「写
俳

・
俳
画
」
展

3
月
出
白
川
W
1
4
月
9
日
同

V
大
洲
の
偉
人
展

4
月
日
日
例
1
4
月
お
日
間

V
お
お
ず
赤
煉
五
館
企
画
展

4
月
羽
目
ω
1
5
月
7
日
間

※
展
示
時
間
叩
時
j

U
時

最
終
日
は
日
時
ま
で
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
公
@
1
2
8
1

検
定
試
験
の
ご
案
内

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

-
日
本
語
文
書
処
理
(
ワ
ー
プ
ロ
)

受
付
期
間

4
月
3
日
1
4
月
幻
日

試
験
日

5
月
初
日
出

※
詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
公
@
4
1
1
ー
ま
で
。

4月23日(日)

4月29日出

4月30日(日)

締
切
り
迫
る
f

戸
市
民
の
森
記
念
植
樹

a

参
加
申
込
み

大
洲
市
は
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
花

と
緑
の
公
園
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、

富
士
山
に
「
市
民
の
森
」
を
整
備
し
て

い
ま
す
。
大
切
な
思
い
出
を
1
本
の
木

に
託
し
、
あ
な
た
自
身
の
手
で
植
樹
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
日
時
】
4
月
却
日
出
み
ど
り
の
日

午
後
日
時
か
ら

【
場
所
】
冨
士
山
南
側
斜
面

【
対
象
者
}

①
市
内
に
住
ん
で
い
る
人
(
大
洲
出

身
で
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
及
び
市
内

の
団
体
・
法
人
を
含
む
)
②
平
成
日
年

4
月
1
日
か
ら
平
成
ロ
年
3
月
白
日
ま

で
の
聞
に
何
ら
か
の
慶
事
を
迎
え
た
人
、

ま
た
は
迎
え
る
人

{
樹
木
の
種
類
と
費
用
】

V
樹
木
名
キ
ン
モ
ク
セ
イ

V
費

用

l
万
円
(
プ
レ
ー
ト
代
、

支
柱
代
を
含
む
)

{
申
込
期
限
】

4
月
7
日
幽

{
申
し
込
み
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
財
政
課
行
政
係

合

@
2
1
1
1
(内
線
3
2
8
)

13 
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内
中目 百炎 内 ，谷*' 日時など 場所など 問い合わせ先

交通事故相談 4 月 10日但)/ 10時~15時
市役所3階会議室

総務財政課父通安全係

(愛媛県) 4 月 25日 (ì\j/ 10時~15時 ft@2 1 1 1 (内線32 3 ) 

人 権 キ目 談
4 月 19目的/10時~15時 市役所3階会議室 君、ぐときは法務局含⑪41 5 5 

(法務省)

~;・=r 政 キ目 談
4 月 20日(対/ 9 時~ 12時 市民会館会議室 急ぐときは ft@4 2 9 4 (辻)

(総務庁)

社会保陳相談
4 月 5 目的/10時~16時

大洲商工会議所
松山西社会保険事務所

4 月 20日休)/10時~16時 ft 0 8 9・925・51 0 5 
不動産無料相談 4 月 15日的/ 9 時~16時 宅建協会大洲支部 信)上田喜六不動産 ft@4452 

定期税務相談 4 月 14日働/9 時~16時 大洲商工会議所 大洲税務署 8⑪3 1 1 5 

一般相談 毎週月-水-金曜日
社会福祉協議会相談室

心配ごと 法律相談 毎週火曜日 (総合福祉センターl階)
社会福祉協議会 ft@0313 

相 談 |介護相談 毎週木曜日

電話相談 10時~12時、 13時~16時 (直通)ft⑮56 2 9 

家庭児童相談 毎日の執務時間中 市役所高齢福祉課 合⑪21 1 1 (内線 172)

同和問題に関する
毎日の執務時間中

大洲隣保館 ft@6100 

何 で も キ目 談 大洲福祉会館 8⑮o 9 4 7 
青少年相談電話 毎日の執務時間中 ft@7830 青少年センター

ふれ愛スクール相談電話 毎日の執務時間中 8⑪ 141 4 国立大洲青年の家

案と

ー-‘

ι.よ談本目

※いずれも無料です。お気軽にご相談ください。

二
十
世
紀
の
大
洲

察組
W
8朋
《
四
割
占
u
込
準
@
弐
欝
窓

肱
川
の
歴
史
は
洪
水
の
歴
史
。

昭
和
十
八
年
七
月
、
大
洲
地
方
を
襲
っ
た
記
録
的
な
大
雨
で
、

肱
川
が
大
洪
水
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
最
高
水
位
は
八

六

m

(平
成
七
年
の
水
害
時
五

・
八
四

m
)
を
記
録
、
大
洲
町
は
明
治

十
九
年
以
来
の
出
水
量
と
な
り
、
市
内
各
地
で
死
傷
者
を
伴
う
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

幾
度
と
な
く
洪
水
を
繰
り
返
し
て
き
た
肱
川
。り
て
の
歴
史
に
あ
っ

て
、
昭
和
十
八
年
の
恐
ろ
し
い
体
験
は
、
今
な
お
語
り
継
が
れ
て

い
ま
す
。

14 

大洲市内の交通事故

2月末現在 昨年同期

件数 4 1 4 8 

負傷者 5 1 6 3 

死者 。
)内は対前月比州

市民の動き

平成12年2月29日現在

39，374人(一14) 出生 28人(-13) 

18，785人(+2) 死亡 48λ ( +15) 

20，589人(-16) 

14，391世帯(+ 14) ( 

人口

男

女

哩塑

5月からスタート

(詳細は、 6ページをご覧ください)

平成12年度の納税は
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